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① ③

奈良医大＆MBTコンソーシアムは奈良県臨床工学技士会と連携し
医療現場ニーズ案件の研究開発や製品化を模索します！

・臨床工学技士とは、医療現場にあって、医師の指示のもとで「生命維持管理装置」の操作や保守点検を
行う医療機器のスペシャリストで、医学と工学の知識を併せ持ち、手術室やICU、透析センターなどで
チーム医療の重要な一翼を担う、国家資格者です。

・従い、医療現場で使われる医療機器や装備品の課題や良し悪しを敏感に感じられる立場にあり、保有の
知識を活かして改善や新規開発のアイデアを豊富に持ち合わせておられます。
・しかしながら、奈良県にあっては、これらのアイデアや改善案を反映し医工連携の取組みを推進する機
会が無いことが課題となっていました。

・このような背景にあって、この度、（一社）奈良県臨床工学技士会（理事長：森諭司氏、大和高田市立
病院）から、奈良医大産学官連携推進センターとMBTコンソーシアムにこれらの問題解決の相談が寄せ
られました。

・その結果、新たな医療現場ニーズへの対応は、奈良医大のシーズや医学知識、またMBTコンソーシアム
会員企業のものづくり技術などが活かせられ、共同研究テーマや製品開発にもつながる可能性を秘めて
いることから、双方のWin-Winにつながる内容と判断し、2026 年 8月 1日より、下記に示すような取り
組みを進めることで合意しました。

・今後、医療現場ニーズ案件で開発やものづくりで問い合わせた際には前向きな対応をお願いいたします。
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